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「支那語研究舎」創設の動機をめぐって
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はじめに
　明治28（1895）年4月に日清戦争が終結した。その後、明治37（1904）年2月日露戦争
開戦までの約十年間、日本ではかつてないほど国民の中国への関心が高まる中、内外に
わたりいくつもの中国語教育機構が設立されるようになった。日本国内では詠帰舎（の
ち善隣書院に改名）、東京外国語学校、台湾協会学校、各地の高等商業学校（商業、貿
易関係の中国語を第二外国語として設けた）、また海外では上海・東亜同文書院、北
京・東文学社「清語研究所」などが数えられる。これら中国語教育機構の設立によって、
日本における中国語教育はめざましく普及し、一部分の知識人や愛好者に限らぬ国民的
基盤の上に中国語が学ばれるようになり、これら諸機構の設立は日中戦争敗戦の昭和20
（1945）年までの中国語教育態勢の形成、教育基礎の確立の上に大きな役割を果たしたP。
　さて日清戦争以降の中国語学校設立ブームの中で、明治36（1903）年8月1日、もう一
つの小さな中国語学校「支那語研究舎」が北京に誕生した。「支那語研究舎」はわずか
数十名の学生しかいない学校であったが、変動の激しい社会情勢の中で、明治38（1905）
年に「清語同学会」と改称、さらに大正2（1913）年に「大日本支那語同学会」と改称、
大正14（1925）年に「北京同学会語学校」と改称、昭和14（1939）年に「北京興亜学院」
と改称、昭和19（1944）年に「北京経済専門学校」と改称される。そして四十二年間の
長きに亘って存続した後、昭和20（1945）年日本の敗戦とともに歴史から姿を消した。
この「支那語研究舎」についての記録は、まとまったものがなく、各種資料から断片的
に集めるしかない。また「支那語研究舎」を研究の視野に入れて論じた文献もごくわず
かであるが、その中でもっとも詳しく論じているものは、那須清編『北京同学会の回想』
（不二出版、1995年）及び那須清「支那語研究舎　　北京にあった無名の中国語学校」
（『北九州大学外国語学部紀要』第61号、1987年）である。しかし那須清は、「支那語研
究舎」創設動機について書かれている複数の資料を紹介しているものの、それら資料の
記述内容はかなり食い違いがあり、矛盾しているにもかかわらず、どの記述がより正確
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なのかについての判断は下していない。したがって本稿は、新たにさまざまな関連資料
を集め、それらを照らし合わせることにより、「支那語研究舎」創設の動機について若
干の考察と分析を加えることを目的とする。
　「支那語研究舎」の創設動機については、昭和7（1932）年発行『北京同学会語学校
概覧』と昭和15（1940）年発行『北京興亜学院一覧」の中にそれぞれ学校の「沿革」が
記載されているが、内容はかなり異なる。
　まず『北京同学会語学校概覧』では、「本校の起源は遠く明治三十六年（光緒二十九
年西暦一九〇三年）八月に遡る。即ち當時在京外語出身者山本、上田、古賀、林の四氏
が恩師金國瑛氏の退職蹄燕を機として同氏養老報恩の麗しき精神の下に、北京東輩二條
胡同に『支那語研究舎』を開設し一般華語研究者を収容せるに創まる。」2）と創設動機
が述べられている。これによると、「支那語研究舎」の創設動機は金国僕の弟子たちに
よる恩師への恩返しのためという私的なものであり、しかも、「支那語研究舎」の教育
対象は「一般華語研究者」であり、具体的な目的を持ち、特別な人材を育成するためで
はないことがわかる。
　これに対して『北京興亜学院一覧』では、「明治三十六年八月日露ノ關（ママ）係緊
迫スルニ際シ北京在留ノ邦人ハ支那語研究ノ急務ヲ痛感シ清國ノ學者ヲ招キ、北京東軍
二條胡同二支那語研究舎ヲ創立セリ。是本學院ノ濫膓ナリ。當時此ノー私塾二學ビタル
士ノ中二沖、横川ノニ志士ヲ数フ。」3）と記載されている。『北京興亜学院一覧』では、
『北京同学会語学校概覧』に書かれていた発起人四名の氏名と恩師への恩返しという師
弟関係に発する「報恩」の私的目的が消え、「支那語研究舎」の設立目的は「国のため」
「戦争のため」だという「報国」の公的な動機が前面に押し出されたものになっている。
「日露関係」と「支那語研究」というのは、一見無関係のように見えるが、日露戦争中、
この学校の出身者である陸軍特別任務班員沖禎介、横川省三両名が中国ハルビンで国の
ために命を捧げた、この＝二人の「志士」たちのように、中国語を操り、「国のため」「戦
争のため」に貢献できる有用な人材を育てることがこの学校の目的である、と訴えたか
ったのであろう。
　筆者は、この『北京同学会語学校概覧』と『北京興亜学院一覧』の記載内容を分析し
た結果、創設動機としては前者に書かれている説の方がより信愚性が高いとの結論に至
った。
　「支那語研究舎」の中心的存在である中国語講師金国瑛は明治30（1897）年に高等商
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業学校付属外国語学校の講師として文部省の招聰に応じて来日した。明治32（1899）年
には、高等商業学校付属から独立した東京外国語学校第一陣の外国人講師として雇われ、
明治36（1903）年に帰国するまで東京外国語学校で中国語の講義を担当した4）。金国瑛
は東京滞在中、東京帝国大学5）、善隣書院、台湾協会学校でも教鞭を執っていた6）。金国
瑛は日本に渡航する以前から、すでに北京で長年日本人に中国語を教えた経験をもち7）、
「燗僻令，博學多識，於授話一道，尤爲檀長」8）、「白話の文章家としては、當時第一人
者」9）と賞賛されていた。
　金国僕は単なる中国語講師ではなく、当時中国語教科書の分野においても多くの業績
を残している。帰国の明治36（1903）年までに『談論新編』（平岩道知との共著、文求
堂、明治31年）、『士商叢談便覧』上・下（文求堂、明治34年・35年）、『支那交際往来公
憤』（呉泰寿と共著、泰東同文局、明治35年）、『華言問答』（文求堂、明治36年）、『虎頭
蛇尾』（出版社不明、明治36年）、『支那交際往来公憤訓訳』（呉泰寿との共著、泰東同文
局、明治36年）を出版したが、これらはいずれも当時日本の中国語教育界で広く使用さ
れた。明治15（1882）年に呉啓太・鄭永邦が執筆刊行し、明治36（1903）年に金国瑛が
改訂した『官話指南』（文求堂）という中国語学習書は、中級用教科書として敗戦の昭
和20（1945）年までずっと用いられた。当時の日本の中国語学習者は、誰でもが一i読し
たといっても過言ではないほどの人気があり、「支那語」時代の必読教科書となった1°）。
　「支那語研究舎」創設の動機は、日露戦争を前にした時局的機運の要請によるものだ
ったのではなく、尊敬する師に寄せる弟子たちの「養老報恩」の思いにあったと判断す
るのをより妥当とするとさきに述べたが、その目的に見合うような金国瑛の帰国前、帰
国後の病気がちな老境を書き記した記述が断片的ながら残っている。金国瑛の正確な年
齢を判断する資料は不足しているが、帰国前の様子として、東京麹町山王下の自宅から
神田区錦町三丁目の外国語学校までの約三キロの距離を、人が付き添わなければならな
かったとの記述11＞、帰国後の明治43（1910）年時点の様子として、「金先生は御老体、
殊に近来御病気がち」12）で、「頽齢」だと述べた13）記述が残っている。「支那語研究舎」
創設前後の金国瑛は事実として病弱な老境を迎えており、弟子たちが「養老報恩」のた
めにこの「研究舎」創設に踏み出すということは動機として充分納得がいくのである。
　金国瑛は、中国語教育について豊富な経験を持ち、多数の教科書を出版し、大勢の学
生を育てた。したがって日本の中国語教育界に大いに功労のあった14）金国僕の帰国は、
当然ながら北京在住の弟子たちの関心を呼び起こすこととなる。『北京同学会語学校概
覧』の中で「支那語研究舎」発起人として名前が挙がっている上田三徳、古賀邦彦、林
要五郎はそれぞれ東京外国語学校明治33（1900）年第一回、明治34（1901）年第二回、
明治35（1902）年第三回卒業生である’5）。東京外国語学校が発足した明治32（1899）年
一155一
学習院女子大学　紀要　第9号
から林が卒業する明治35（1902）年までの時期は、ちょうど金国僕の在任期間と合致す
る。したがって、金国僕は彼らの「恩師」であることに間違いない。
　ところが、『北京同学会語学校概覧』の中で「支那語研究舎」発起人として名前が挙
がっていたもう一人の山本滝四郎は、上田ら三人とは異なり、金国瑛の教え子ではない。
山本滝四郎は興亜会によって設立された支那語学校の学生であったが、支那語学校が明
治15（1882）年に閉校せざるを得なくなったため、東京外国語学校二年に転入した。こ
の転入は、金国瑛来日より十五年も前の出来事である。しかも、山本滝四郎が転入した
東京外国語学校は、明治18（1885）年に東京商業学校、高等商業学校との合併により廃
校となり、翌年には中国語の授業も廃止に追い込まれた所謂「旧東京外国語学校」であ
る’6）。いっぽう、上田ら三人が入学したのは明治32（1899）年に高等商業学校より独立
した新しい東京外国語学校である。したがって、山本滝四郎と金国瑛が師弟関係をもっ
ているということはありえない’7）。じつは山本滝四郎と金国瑛との接点は、東京外国語
学校ではなく、善隣書院である。
　中国で八年も留学した宮島大八は、帰国後、明治28（1895）年5月に詠帰舎を開き、
漢学と中国語を教えた。明治31（1898）年6月、詠帰舎を改めて、善隣書院と称した。
明治33（1900）年5月に善隣書院支那語学科を独立させ、東京神田で支那語学校を創設
し、長谷川雄太郎を校長に任じた。ところが、開校する前に長谷川雄太郎は広東同文館
日本語教習として赴任したため、山本滝四郎が校長代理になったのである。山本はおそ
らく支那語学校の設立計画に参加した一人ではないかと思われる18）。支那語学校はわず
か一年五ケ月しか存在しなかったが、金国僕はこの学校の中国語教員だった。山本滝四
郎にとって金国僕は恩師ではなく、昔の同僚だったのである。
　金国僕は、明治36（1903）年6月末に門司を出航した長門丸に乗り’9）、北京に戻る。
『北京同学会語学校概覧』に記載されているように、その時、ちょうど北京に在住して
いた昔の同僚山本と東京外国語学校の教え子上田たち三人が、金国瑛という優れた実力
者あるいは恩師を北京に迎えるにふさわしい迎えかたとして北京で中国語学校を設立す
ることを思い立ち、またそこから金国瑛養老資金の調達を図ろうとしたことは充分考え
られるであろう。
　じつは昭和7（1932）年発行『北京同学会語学校概覧』以外にも、より早い時期に
「支那語研究舎」創設の経緯を述べた資料が存在する。
　『北京誌』は日本清国駐屯軍司令部の主導で、明治40（1907）年10月に編集を終え、
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41（1908）年12月に出版された「北京に關する一切の事項を網羅し讃者をして北京に關
して一般観念を得せしむるを以て目的とす」る書物である2°）。この『北京誌』には、
「支那語研究舎」について次のように記されている。
明治三十六年八月開設す獲起者山本瀧四郎、上田三徳、古賀邦彦、林要五郎の四氏は
皆東京外國語學校清語科出身なり本會は別に會長も置かず評議員と幹事との協議にな
り一切の事を庭理す……本會は久しく東京高等商業學校東京外國語學校等の清語教師
として令名ありし金國瑛氏が露來さるるに付北京に在りて支那語を研究する者の爲め
に便にせんとして之を設けたるものなり。2’）
　また明治36（1903）年7月に短期留学のために北京を訪れ、「支那語研究舎」で中国語
を勉強した経験をもつ塩谷温は、明治43（1910）年2月発行『燕塵』の中で鶏口生とい
うペンネームを使い、創設当時の状況について次のように追憶している。
當時金卓庵22｝先生は日本を僻して蹄國せられ別に公職に就かれて居なかッた、折柄北
京に好箇の支那語研究所在るなく、一同渇望して居る際であッた故に在燕の諸先輩は
相謀りて同學會を創設し、一は以て同胞の就學に便にし、一は以て金先生養老の資に
供したのであッた、世人梢もすれば清語同學會は金先生の爲に立てたのだといふ、そ
れに相違は少しもあるまい、金先生が當時閑散の身で北京に居られなかッたならば同
學會は設立せられなかッたであらう、金先生の才學徳望は實に一世の仰ぐ所であッて、
殊に本邦の支那語學につきて多大の貢献を致され、今日我國の支那語學は全く金先生
によりて開獲せられたといッても誰人も首肯する所であろう、さればこそ當時在燕の
同胞は金先生の閑居して居るのを惜しまないものはなく、先生に從ひて教を受けんと
願ふものが績出した、先輩諸氏弦に見る所ありて遂に各自据金して一の學會を肇めら
れたのである……同学學會と金先生とは離るべからさる關係に在り。23）
　またさらに同じ明治43（1910）年、『同学』第二年第一号の中で、淡水というペンネ
ームの人物が次のような記録を残している。
この学会は、三六年に金国瑛先生が、東京外国語学校を辞して帰京せられた時に、先
生に教を受けられたことのある古賀氏（後改飯田氏）、林氏、上田氏の三君が、一面
には金先生養老の爲め、一面には同胞の清語研究の便を図らう、という美意で、発起
者となられ、此の学会を設立する事とし……。24）
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　これら『北京誌』における「支那語研究舎」関連の記述及び塩谷温と淡水の回想を参
照して総合的に判断するならば、「支那語研究舎」の創設動機は、金国瑛の弟子たちに
よる恩師への恩返しという私的なものであったとする昭和7（1932）年発行『北京同学
会語学校概覧』の記述内容は、かなり事実に近いものであったことがわかる。
　では、昭和7（1932）年発行『北京同学会語学校概覧』では、「支那語研究舎」は金
国瑛の弟子による恩師への恩返しという私的な理由がきっかけとなって設立されたと書
かれていて、しかもそれがほぼ事実であるのに、昭和15（1940）年発行『北京興亜学院
一覧』では、日露間で風雲急を告げる状況になり、中国語の人材を養成する必要に迫ら
れたために、「支那語研究舎」が設立されたと、記述内容に変更が生じていたのはなぜ
であろうか。また『北京興亜学院一覧』では、沖禎介、横川省三という二人の志士が
「支那語研究舎」で学んだとしていたが、果たして沖禎介、横川省三の二名は「支那語
研究舎」出身者なのであろうか。まずは本節にて後者の問題について考察したのち、次
節にて前者の問題について論じることとする。
　沖禎介は明治34（1901）年、北京に入り、同年10月、中国人を対象に主に日本語を教
える学校として創られた東文学社の講師となり25）、東文学社の創始者中島裁之を補佐し
て校務を担当した26）。中島裁之は北京在住の日本人を雇い、日本語や政治情勢などを教
えさせるいっぽう、彼らの要望に応じて、中国語コースも設け、彼らに中国語を学ぶ機
会を与えた。この中国語コースはのちに「清語研究所」まで発展した。沖禎介はこの東
文学社で中国語を学んだのである271。その後、東文学舎では沖禎介を巡るトラブルが多
発し、中島とも意見が衝突するようになったため、明治36（1903）年5月、沖禎介及び
九人の教員は東文学社を辞し28）、同年6月、北京順治門外椿樹三條胡同に新たに文明学
校を創立した29）。
　横川省三は、『民声新報』社長井上敬次郎の推薦で清国公使内田康哉に招かれ、北京
公使館嘱託として、明治34（1901）年11月に北京に到着する。そして、東文学社に入り、
日本語の講師をしながら、中国語を学んだ3°）。横川は北京滞在中、調査のために三回、
清国各地を回った。
　明治36（1903）年4月、ロシアの満州撤兵不履行問題で日露間の緊張感が増大しつつ
あった。このような緊迫する情勢の中、いざ日露開戦という事態に備えて「特別任務班」
を編成することを含む重要な密命が与えられた青木宣純大佐が北京公使館付武官として
一］58一
「支那語研究舎」創設の動機をめぐって
赴任した。「特別任務班」編成の目的は、「ロシア軍の右側背に策動し、その軍隊の輸送、
兵靖線等を撹乱し、正面戦線における敵軍の牽制、行動を妨害する」ことである3’）。沖
禎介と横川省三は、国家のために参加することを勧められ、特別任務班員になった。チ
チハル付近の東清鉄道鉄橋爆破の任務を与えられた特別任務班員の沖と横川は、明治37
（1904）年2月21日、中国東北地方に向けて出発するが、ロシア軍に逮捕され、同年4月
21日、ハルビンで殺害された32）。
　筆者は、沖禎介、横川省三と「支那語研究舎」との関わりについて、関連資料をもと
にして分析した結果、以下のように判断した。
　第一、特別任務班員選抜を担当する青木宣純大佐が北京に赴任したのは明治36（1903）
年末である33）。青木は、秘密裏に人選作業に着手し、四十七名の班員の厳選を終えたの
は明治37（1904）年1月中旬であった3”｝。「支那語研究舎」は、青木大佐が北京へ赴任す
る以前の明治36（1903）年8月1日にすでに開校しているので、「支那語研究舎」設立は、
特別任務班と関わりがないと言えよう。
　第二、沖禎介と横川省三は特別任務班員に選抜された時点ですでに中国語を操ること
ができた。特別任務班班員の選考基準の一つは、中国語またはモンゴル語のいずれかを
話すことができる者となっている35）。沖と横川は、特別任務班員に任命される以前にす
でに二年ほど北京に滞在し、東文学社で中国語を学んでいたため、「支那語研究舎」で
学ばずとも中国語をある程度話すことができたはずである。
　第三、沖禎介は中島裁之と意見が衝突して辞職したが、横川省三は性格が温厚で、友
人たちは長年付き合っても、怒った顔を一度も見たことがなく36）、北京「在留邦人、官
民の融和協調の爲に、なくてならぬ存在であった」37）。したがって横川は、東文学社と
もめごとを起こさずに、東文学社に「最後まで在学した」という38）。
　第四、横川省三は明治36（1903）年7月から内田康哉公使が急遽北京に戻るようにと
いう召電を打つ11月にかけて、鴨緑江方面の調査のために中国東北地方に赴き、北京を
ずっと留守にしていた39）。当時、帝国大学二年生の広田弘毅は夏休みを利用して、満州
へ調査旅行に行った時、満州で横川のみならず、沖禎介にも会ったという記録が残され
ている4°）。したがって、「支那語研究舎」設立時、沖禎介と横川省三はともに北京では
なく、満州にいた。しかも横川省三は明治36（1903）年11月まで、満州に滞在していた
ことが明らかになっている。
　第五、当時の日本人は日露戦争に勝利したことを誇りに思い、沖禎介や横川省三のよ
うな国のために犠牲となった人々に敬意を表した。明治42（1909）年4月、日露戦争の
特別任務班「甲辰六烈士の霊」を祭るため、北京で「合祈祭」を行い、青木少将は祭文
を朗読した4t）。また昭和6（1931）年には、横川をモデルにした映画『東亜の曙』が上
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映され、昭和9（1934）年には、「六烈士」を描いた映画『北満の落花』も上映された42）。
もし、『北京興亜学院一覧』に書かれているように、沖禎介と横川省三が「支那語研究
舎」出身者であるのならば、「支那語研究舎」にとって、このような人材が育ったこと
は名誉であり、校史に名を留めて大いに誇るべきである。しかし『北京興亜学院一覧』
より前に出版された『北京同学会語学校概覧』や他の資料には、そのような記述が見あ
たらない。
　筆者は、以上の理由により、沖禎介、横川省三と「支那語研究舎」との間には、何ら
接点がないものと判断できるのではと考える。では、いったいなぜ『北京興亜学院一覧』
は、沖禎介と横川省三を「支那語研究舎」出身者と見なしたのであろうか。それは、お
そらく『北京誌』などの記述を参考にしたからではないかと思われる。
　『北京誌』では、明治38（1905）年「支那語研究舎」から改称された「清語同学会」
について、「開會以来會員として授業を受けたる者は百名以上に達せり其中日露戦争の
際陸軍通諜に任ぜられし者十名あり其他各種の方面に活動せる者少からず本會の効亦少
しとせず」43）と書かれている。またこの記述に基づいたと思われるが、『燕塵』でも
「清語同学会」について、「日露職役に際しては、同會出身者にして從軍したるもの甚だ
多かりし」ωと書かれている。
　『北京誌』では、「支那語研究舎」出身者のうち十名が日露戦争時「陸軍通訳」に任用
されたと書かれているが、『北京興亜学院一覧』執筆者は、この「陸軍通訳」を特別任
務班員と曲解したのであろう。また「甲辰六烈士」の沖禎介と横川省三は、特別任務班
員に抜擢される以前、北京に在住していたことから、この二人を「支那語研究舎」出身
者であると、やや強引に結びつけたのかもしれない。
四
　『北京同学会語学校概覧』は、前述した昭和7　（1932）年発行のもの以外にも、昭和
10（1935）年発行のものが残されている。昭和10（1935）年版『北京同学会語学校概覧』
は、昭和7（1932）年版と比べると、学校の基本状況を紹介する「沿革」、「経営」、「特
色」三節、のべ6ページに亘る部分に、9箇所の書き換えがある。たとえば、昭和10
（1935）年版には、「昭和六年九月十八日満洲事攣勃焚以來、本校出身者の瀧洲方面に就
職するもの甚た多く、大に本校の名聲を焚揚せるより、本校入學希望者の激増を來し、
　・・校舎の狡阻を告くるに至りたるを以て、校舎の振張の計書を立て、資金の募集に着
手す」45）と書かれているが、この記述は昭和7（1932）年版にはない。また昭和7
（1932）年版では、「本校は約三十年の歴史を有し、幾多有爲の人材を輩出せしめ、師生
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の情誼密かなる事は稀に見る所にして」46）と書かれているが、昭和10（1935）年版では、
「本校は三十余年の歴史を有し、幾多有爲の人材を輩出せしめ、満洲國建國以來満支各
方面に活動する者甚た多く、本校卒業者就職率の高きこと他に其比を見す」47）と書き改
められている。ところが、昭和7（1932）年版に書かれている「支那語研究舎」創設動
機に関する「當時在京外語出身者山本、上田、古賀、林の四氏が恩師金國瑛氏の退職蹄
燕を機として同氏養老報恩の麗しき精神の下に、北京東軍二條胡同に『支那語研究舎』
を開設し一般華語研究者を収容せるに創まる。」という記述は、昭和10（1935）年版に
おいても、「時」と「在」の二文字が欠落している以外は、そのままそっくり踏襲され
ている。
　では、昭和7（1932）年版と昭和10（1935）版『北京同学会語学校概覧』では、「支那
語研究舎」創設動機についての記述が一致しているのに、なぜ、昭和15（1940）年発行
『北京興亜学院一覧』では、記述内容に変更が生じているのであろうか。その理由は日
中戦争の拡大・激化に応じて、学校の性質が変貌したことによると考えられる。
　昭和6（1931）年9月、満州事変が勃発、日本軍は東北地方の主要都市を続々陥落させ、
昭和7（1932）年1月、中国東北地方のほぼ全域を占領した。占領後、日本軍は中国の中
央政府から「完全独立」した「満州国」を建国した。昭和8（1933）年5月、日本軍は熱
河省の大半を占領し、北京、天津を脅かすまでになった。昭和10（1935）年、日本軍は
華北侵略を再開し、同年11月、河北省で「翼東防共自治委員会」と称する俺偏政権を設
立した48）。こうして、日本軍は占領地域を徐々に拡大させ、昭和10（1935）年末までに
東北全域及び華北地域の一部分を支配下に治めた。しかし、中国との全面対決にはまだ
至っておらず、北京も中国政府の統治下にあった。
　ところが、昭和12（1937）年7月、盧溝橋事件が勃発、情勢は大きく変わる。同年7月
に日本軍は北京、天津を占領し、11月に上海、そして12月に首都南京を陥落した。昭和
13（1938）年には、武漢三鎮と広州を占領した。このように日本軍は中国ほぼ全土で急
速に戦場を拡大させ、華北、華中、華南の広大な地域を支配下に置くこととなる。
　このような中国との全面対決の姿勢が明らかになるにつれて、昭和14（1939）年以降、
「北京同学会語学校」も大きく変貌する。対中国戦に必要な人材の確保に迫られたため、
昭和14（1939）年5月、「北京同学会語学校」は興亜院華北連絡部の所管になった。興亜
院は、昭和13（1938）年12月、日本政府の勅令により内閣総理大臣の下に設置された。
その職能範囲は「支那事攣二當リ支那二於テ腱理ヲ要スル政治、経濟及文化二關スル事
務」49）をおこなうことであり、戦争遂行のために創られた大きな権限を持つ特殊機構で
あった。昭和14（1939）年12月1日、「北京同学会語学校」は「北京興亜学院」へと改名
し、その後、興亜院華北連絡部を通じて華北文化事業協会より、組織改善拡充費や日本
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語班助成金として大量の資金が給付された5°｝。これによって、この学校は「從來ノ支那
語及支那事情ノ專科教育機關」から「興亜ノ指導者タリ將來北支諸般ノ實務ヲ澹當ス可
キ青年ノ養成機關」、「國策的教育機關」へと変貌した5D。この変化は学校の総則からも
読み取れる。昭和7（1932）年版と昭和10（1935）年版『北京同学会語学校概覧』の総
則では、「中日雨國語國文ヲ教授スル」52｝「且相互國の事情に精通せしむる」53）と書かれ
ているが、『北京興亜学院一覧』では、「國髄観念ヲ涌養シ人格ヲ陶冶シ將來支那大陸二
活躍スルニ必要ナル高等ノ知識技能ヲ授ケ以テ興亜ノ實践力ヲ練成スルヲ以テ目的」54）
とすると書かれている。すなわち昭和14（1939）年、「北京同学会語学校」は「北京興
亜学院」へと改称されたが、それは単なる名称の変更にとどまらず、一つの民間学校で
あったものが、国益のために占領地で活躍できる人材を育成する国策機関へと変身した
のである。
　本稿第一、二節で考察したように、「支那語研究舎」創設の動機は、昭和7（1932）年
発行『北京同学会語学校概覧』の記述内容がほぼ事実に近いものとなっている。しかし、
昭和15（1940）年になると、日中戦争は中国全土に展開され、食うか食われるかという
徹底対決の情勢になっており、また学校自体も民間学校から国策機関へと変貌していた。
したがってこのような情勢の変化に後押しされ、昭和15（1940）年発行『北京興亜学院
一覧』執筆者は、「支那語研究舎」の創設動機を執筆するさい、中国人恩師のために創
ったという本来の創設動機を抹消し、日露戦争に備えて国家に貢献できる人材を養成す
るために創った、そして沖禎介と横川省三という二人の烈士を輩出したという、戦時の
国家主義的の宣伝効果を意識した内容へと改鼠したのではないかと考えるのである。
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